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調査結果

アウター

コート

ジャケット

合計

合計

デニムジャケット
テーラードジャケット

ミリタリーコート

ブルゾン
ナイロンジャケット
スリーブレスジャケット
ジャケットセットアップ
ノーカラージャケット

スタジャン
ボアジャケット
レザージャケット

合計

2

11
8

2

8
5
4
3
2
2
2
1
63

3.1％

16.9％
12.3％

3.1％

12.3％
7.7％
6.2％
4.6％
3.1％
3.1％
3.1％
1.5％
96.9％

100.0％

17.4％
シャツジャケット 17 26.1％ 27.0％

12.7％

100.0％

12.7％
7.9％
6.3％
4.8％
3.2％
3.2％
3.2％
1.6％
100.0％

65 100.0％ ー

大分類 小分類中分類 着数 中分類構成比大分類構成比
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調査結果

大分類 小分類中分類 着数 中分類構成比大分類構成比

トップス

カットソー

シャツ

ニット

合計 243 ー100.0％

無地カットソー
グラフィックカットソー

64 36.2％26.4％

ワンポイントロゴカットソー
38 21.5％15.7％

ボーダーカットソー
22 12.4％9.1％

パーカ
2 1.1％0.8％

カットソーカーディガン
45 25.4％18.5％

カットソーベスト
3 1.7％1.2％

合計
3 1.7％1.2％
177 100.0％72.9％

無地シャツ
柄シャツ

30 65.2％12.3％

ワンポイントロゴシャツ
11 23.9％4.5％

合計
5 10.9％2.1％

無地ニット
46 100.0％18.9％

ニットカーディガン
7 35.0％2.9％

柄ニット
5 25.0％2.1％

ニットベスト
3 15.0％1.2％

ワンポイントロゴニット
3 15.0％1.2％

合計
2 10.0％0.8％
20 100.0％8.2％
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調査結果

ボトムス

合計

デニムパンツ

ストレートパンツ

テーパードパンツ

スリムパンツ

ワイドパンツ

カーゴパンツ

ジョガーパンツ

ショートパンツ

フレアパンツ

セットアップ

55

39

25

56

20

12

5

4

3

3

24.8％

17.6％

11.3％

25.2％

9.0％

5.4％

2.3％

1.8％

1.3％

1.3％

222 100.0％

大分類 小分類 着数 大分類構成比
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シャツジャケット

調査日は最高気温20.9度、最低気
温12.1度、平均気温16.1度という
結果だったが、222 名のサンプル
のうちジャケット着用者は 63 名で
28.4%という結果だった。

シャツジャケットは4月の調査でも
着用率1位だったが、今シーズンの
リサーチでも着用者は17名で最も
着用者が多かった。着用率はジャ
ケットの26.1%だった。

カラーはブラックが多く、そのほか、
オフホワイトやグレーなどが着用さ
れていたが、ブライトカラーなどの
有彩色の着用は見られなかった。

デザインは、フラップポケット付き
のCPOタイプやカバーオール、ド
リズラータイプなどさまざまなデザ
インが着用されていた。

スタイリングではインナーにホワイ
トのCSを着用し、パンツはスリム
シルエットの着用も見られたが、全
体的にワイドやワイドストレートパ
ンツが多く着用されていた。

・

・

・

・

・
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デニムジャケット

デニムジャケットはジャケット着
用率 2 位で 11 名の着用者が見ら
れた。

ジージャンタイプのデニムジャケッ
ト着用者は約半数で、それ以外は
シャツジャケットなどが多く着用
されていた。

カラーは、ワンウォシュなどの濃
色の着用も見られたが、全体的に
はウォシュされたライトブルーデ
ニムが多く着用されていた。

基本的に、ブルーデニムが着用さ
れており、カラーデニムの着用な
どは見られなかった。

パンツにもジーンズをコーディネー
トしたデニムオンデニムスタイル
も見られた。

・

・

・

・

・
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テーラードジャケット

ブルゾン

テーラードジャケットの着用率はジャ
ケットで3位の着用率となっていた。

キレイ目なコーディネートとラフでカ
ジュアルなコーディネートが見られた。

トラッドテイストのメタルボタンジャ
ケットとカーゴパンツによるテイスト
ミックスのコーディネートも見られた。

テーラードジャケットの着用率はジャ
ケットの12.7%だったが、2022年春
のリサーチでは着用は見られず秋物
で着用者が多いアイテムとなった。

・

・

・

・

トレンドアイテムとなっているMA1
をはじめ、スカジャンやプリントブ
ルゾンなど裾リブ付きのブルゾン
ジャケットの着用が複数見られた。

コーディネートはインナーに Tシャ
ツやパーカを着用し、パンツはス
リム系のパンツを着用していた。

・

・
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ナイロンジャケット

セットアップ

着用者は少なかったが、ナイロ
ン素材を使用したウインドブレー
カーやフーディ―の着用も見ら
れた。

無地のほか、ブロッキングや総
柄プリントの着用も見られた。

・

・

春、秋共に人数は少ないがセット
アップの着用者が今回も3名見ら
れた。

インナーにはTシャツを着用、ラ
フなコーディネートとなっていた。

無地のほか先染めチェックの着用
も見られた。

・

・

・
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その他のアウター

その他のアウターではスリーブレ
スジャケットの着用者が比較的に
多かった。シンプルなデザインか
らユーティティ性の高いフィッシ
ングベスト、ダウンベストなどさ
まざまなデザインが着用されてい
た。

そのほか、レディースで多かった
ライダーズジャケットやスタジア
ムジャンパー、ミリタリージャ
ケット、ボアジャケットなどもそ
れぞれの着用者は少なかったが着
用されていた。

・

・
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無地カットソー①

トップスの着用率は、カットソー
72.9%、シャツ18.9%、ニット8.2%
の比率でカットソーの着用者が非
常に多く、逆にニットの着用者が
非常に少ない結果となった。この
傾向はレディースでも同様であっ
た。

カットソーでは様々なアイテム、
デザインの着用が見られたが、無
地のカットソートップスが最も多
く、カットソー着用者の 36.2%の
着用となっていた。

単品トップスの無地カットソーで
は、ゆったりとしたシルエットの
スウェットタイプが多く着用され
ていた。

カラーは、オフホワイトやブラッ
クが多く、そのほか、ベージュや
ブラウンなどのカラーも着用され
ていた。オレンジやブルーなどの
カラースウェットの着用も見られ
たが着用者はわずかだった。

・

・

・

・
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無地カットソー②

インナーアイテムとして着用され
ているカットソーでは Tシャツの
着用者が非常に多かった。

カラーはホワイトが非常に多く、
その他ではブラックが多く着用さ
れていた。ブラウンやベージュの
着用も見られたがわずかだった。

インナーで着用されている Tシャ
ツでも、コンパクトなものは少な
く、全体的にルーズなシルエット
が多く、ウエストアウトでの着用
者が多く見られた。

・

・

・
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ワンポイントロゴカットソー

単品トップスとしての着用では、
無地のほか、胸元などにブランド
名やブランドロゴなどの刺繍やプ
リントを施した、スウェットの着
用者も数多く見られた。

無地のスウェット着用者 64 名に
対して、ワンポイントのスウェッ
トは 22 名で約 3分の 1の着用と
なっていた。

ワンポイントロゴのカットソーで
は無地と比較するとブラックの着
用者は少なく、オフホワイトや
ベージュ、ライトグレーなどの着
用者が多く見られた。

スウェットのほか、Tシャツタイ
プのデザインの着用者も一定数見
られた。

・

・

・

・
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グラフィックカットソー①

カットソーでは、無地、ワンポイ
ントのほか、さまざまなプリント
などのグラフィックを施したトッ
プスの着用者が非常に多かった。

無地のカットソートップス 64 名
に対して、グラフィックプリント
などを施したカットソーの着用者
は 38 名という結果だった。

前身ごろにプリントを施したTシャ
ツタイプのほか、袖山にプリントを
入れたデザインの着用も見られた。

ジャケットインとしての着用も、
単品トップスとしての着用も見ら
れた。目立ったグラフィックの傾
向は見られなかったが、フォトプ
リントなどは減少傾向にありアニ
メやイラストなどのグラフィック
が多く見られた。

・

・

・

・
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グラフィックカットソー②

グラフィックカットソー③

2021年から継続してカレッジタイ
プのタイポグラフィプリントを施
したスウェットの着用者が見られ
た。

カラーではブラックベースは見ら
れず、ホワイト、ライトグレー、
ネイビーなどのトラディショナル
カラーが活用されていた。

・

・

ストリートテイストの派手なグラ
フィックプリントを施したカット
ソーの着用者も多く見られた。

大半がブラックベースで、その他の
カラーではイエローやパープルの着
用も見られたがわずかだった。

ストリート系のトレンドをけん引して
いるアイテムでもあり、必ず一定量
の着用が見られることから継続して
重要なアイテムであると考えられる。

・

・

・
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その他のカットソー

そのほか、着用者はわずかだが、
カットソー素材によるベストや
カーディガンの着用が見られた。

レディースヤングでも増加傾向に
ありニットに変わるアイテムとし
て、今後は増加する可能性がある
と思われる。

・

・
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パーカ①

パーカはカットソーの 25.4%と
無地カットソートップスに次い
で多くの着用者が見られた。

パーカでも、無地、グラフィッ
クプリント、ワンポイントなど
さまざまなバリエーションが見
られた。

無地パーカでは大半がプルオー
バータイプでフロントフルジッ
プのパーカ着用者は少なった。

パーカの場合は、無地スウェッ
トと比較するとブラックの着用
者は少なく、オフホワイト、グ
レー、ベージュなどが多く着用
されていた。また、イエローや
モスグリーンの着用も見られた。

・

・

・

・
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パーカ②

無地ではブラックの着用者は少な
かったが、フロント部分にグラ
フィックプリントを施したパーカ
では、ブラックの着用者が多く見
られた。そのほか、イエロー、グ
リーン、レッドなど明るいカラー
の着用も見られた。

スウェット同様、タイポグラフィ、
フォトプリント、ブランドロゴ、
イラスト、アニメなどさまざまな
グラフィックが使用されていた。

・

・
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パーカ③

胸元などにワンポイントのロゴな
どを取り入れたパーカは少数であ
るが着用されていた。

ブラックは少なく、オフホワイト
やグレーなどのベーシックカラー
のほか、ピンクなどのパステルカ
ラーの着用も見られた。

・

・
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無地シャツ①

シャツは 2021 年春の着用率が
トップスの21.8%であったのに対
し、今回のリサーチでは着用率が
18.9%とやや減少していた。

ただし、無地シャツの着用者は、
春、秋共に30名で変化はなかった。

無地シャツの着用では単品トップ
スや羽織アイテムとしての着用と
インナーアイテムとしての着用の
両方が見られたが、インナー着用
は少なかった。

単品トップスとしての無地シャツ
着用では、ブラックのパンツにホ
ワイトのシャツをコーディネート
する人が多く見られた。一方、イ
ンナーにホワイトの Tシャツを着
用して、シャツを羽織るコーディ
ネートでは、ブルー系のカラーを
着用する人が多かった。

・

・

・

・
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無地シャツ②

プルオーバーやベスト、ジャケッ
トのインナーとして無地シャツを
着用する人も見られたが少数だっ
た。

ホワイトが中心だが、ブルー系の
シャツをインナーアイテムとして
着用する人も見られた。

・

・
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柄シャツ

ワンポイントロゴシャツ

2021 年春に 22名の着用者だった
柄シャツは今回のリサーチでは
11 名と半減していた。

綿の先染めストライプシャツの着
用者が最も多く、そのほか、先染
めチェックや総柄プリントの着用
者が見られた。

カラーはブルー系カラーが多く着
用されていた。

・

・

・

胸元にワンポイントの刺繍などを
施した無地ベースのシャツ着用者
が少数だが見られた。

ラルフローレンなどのブランドロ
ゴが多く着用されていた。

カラーはホワイトのほかブルー、
キャメルベージュ、ダークブラウ
ンなどが見られた。

・

・

・
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無地ニット

ニットカーディガン

ニットの着用者はトップスでは最も少なく、
トップスの8.2%だった。

この傾向は、レデイ―スやアダルトメンズで
も同様の傾向であった。2022年秋のリサー
チにおいて、ニットの着用率は、レディース
ヤングでは33.9%、キャリアでは21.1%、ア
ダルトメンズでは17.1%という結果だった。
このことから、レディースよりもメンズはニッ
ト着用率が低く、アダルトよりもヤングは着
用率が低いことが分かった。

着用されていたニットプルオーバーはクルー
ネックのミドルゲージニットが多く、全体的
にシンプルなデザインが多く見られた。

・

・

・

ヤングメンズではカーディガンの
着用者も多く、インナーにTシャ
ツを着用してカーディガンを羽織
る着こなしが多く見られた。

カラーはベーシックカラーのほ
か、グリーンなどのブライトカ
ラーの着用が見られ、ダイヤ柄
などのインターシャニットの着
用も見られた。

・

・
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その他のニット

その他のニットでも柄物のニット
の着用が見られた。ニットでは前
年まで無地が多かったことから、
柄ニットは新たなアイテムとして
着用されていると考えられる。

レディースでも見られている、ブ
ランド名などをインターシャで表
現したニットプルオーバーやボー
ダージャカードの総柄ニット、へ
リンボン柄ニットなどが着用され
ていた。

ルーズシルエットのチルデン風ニッ
トベストの着用者も見られた。

・

・

・
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スリムパンツ

今回のリサーチにおいては、9つ
のアイテムに着用していたパンツ
を分類できた。（セットアップパ
ンツを除く）このうち、上位 7ア
イテムは、1位、スリムパンツ、
2位、デニムパンツ、3位、ストレー
トパンツ、4位、テーパードパンツ、
5位、ワイドパンツ、6位、カー
ゴパンツ、7位、ジョガーパンツ
であったが、この順位は 2022 年
4月の調査結果と同じ結果だった。

このことから、現在のマーケット
において、トレンドの変化は限定
的で、トレンドサイクルのロング
化が発生していることが考えられ
る。

スリムパンツの着用率は 25.2%
で 4人に 1人の割合で着用されて
いた。

ブラックが多く、トップスはルー
ズなアイテムでルーズ &スリムの
シルエットが多く見られた。

・

・

・

・
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デニムパンツ①

スリムパンツに次いで多く着用さ
れていたパンツはデニムパンツで
着用率は 24.8%だった。

デニムパンツも様々なシルエット
のパンツが着用されていたが、デ
ニムの場合もスリムパンツが最も
多く着用されていた。

ウオッシュされたライトブルーデ
ニムからワンウォシュなどのダー
クなインディゴブルーまで幅広い
カラーのデニムが見られた。

スリムシルエットのデニムパンツ
の場合も、スウェットなどを中心
にルーズなトップスが多く着用さ
れていた。

・

・

・

・
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デニムパンツ②

デニムパンツでスリムシルエット
の次に多くの着用が見られたのは
ストレートシルエットのパンツ
だった。

コロナ禍において着用者が増加し
た汎用性の高いストレートシル
エットは今シーズンも健在で多く
の着用者が見られた。

ストレートシルエットのデニムパ
ンツもライトブルーからインディ
ゴブルーまで様々な濃度のデニム
が着用されていた。

・

・

・
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デニムパンツ③

デニムパンツ④

増加傾向にあるワイドシルエットのパ
ンツは3番目に着用の多いアイテムと
なっていた。

ボリュームがあるため、ハードなデニ
ムではなく、ソフトな風合いのデニム
やドレープ性のあるデニムが着用され
ていた。ホワイトデニムも見られた。

リラックスムードが求められているこ
ともあり、ストリートテイストではな
いスタイルでもワイドシルエットのパ
ンツが着用されていた。

・

・

・

着用者の人数は多くないものの、
テーパードシルエットのデニムパ
ンツの着用者も見られた。

トップスではルーズシルエットの
カーディガンやスウェットが着用
されており、ストレートパンツと
同じようなスタイルが多く見られ
た。

・

・
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デニムパンツ⑤

クラッシュデニムなどの加工を加
えたデニムの着用者も見られた。
春のリサーチでは側章やプリント
デニムが見られたが秋のリサーチ
では見られなかった。

全体的にシンプルでオーセンティッ
クなデザインが増加傾向にありデ
ニムにもその傾向が反映されてい
ると思われる。

・

・
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ストレートパンツ

ストレートパンツは、スリムパン
ツ、デニムパンツに次いで着用者
が多く、着用率は 17.6%だった。

シルエットはスリムストレートよ
りも、ややゆとりのあるワイドス
レートが多く着用されていた。

カラーは、ストレートパンツ着用
者の約半数がブラックを着用して
いた。その他ではホワイト、ベー
ジュ、グレー、ブラウンなどが着
用されていたが、ブライトカラー
などのカラーパンツの着用は見ら
れなかった。

・

・

・
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テーパードパンツ

テーパードパンツの着用率は11.3%
で 4番目に多くの着用が見られた
アイテムとなっていた。1位のス
リムパンツから 4位のテーパード
パンツまでが10%以上の着用率で、
上位4アイテムで全体の約80%の
着用となっていた。

テーパードパンツでは、カジュア
ルなコットンツイルやチノーズな
どの素材も見られたが、ストレッ
チポリエステルなどソフトな風合
いの素材も多く着用されていた。

カラーはブラックが主流で、その
ほか、ホワイトやグレー、ベージュ
などが着用されており、迷彩柄の
テーパードパンツの着用も見られ
た。

・

・

・
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ワイドパンツ

2022 年 4 月のリサーチで 10.6%
の着用率だったワイドパンツは今
回の調査では 9.0% に着用率が減
少していた。

ワイドパンツでもブラックの着用
が多く、そのほかホワイトやベー
ジュ、ブラウンなどのカラーが着
用されていた。グリーンやターコ
イズの着用も一部で見られた。

比較的ボリュームのあるトップス
とのコーディネートでリラックス
ムードが感じられた。

今シーズンのリサーチでは、カ
レッジテイストなどは継続されて
いたものの、ストリートやスポー
ツ、ワーク、アウトドアなど明確
なテーマの感じられるスタイルは
減少していた。

・

・

・

・
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カーゴパンツ

カーゴパンツの着用率は 5.4%
だった。カラーはブラックのほか、
アイテム特性から、カーキなどの
ミリタリーカラーの着用者が多
かった。

着用率は高くないものの、コレク
ションなどでの注目度は高まって
いるので、今後の着用率の増加に
期待したい。

素材は、カジュアルなコットン素
材が中心となっていた。

・

・

・
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その他のパンツ

そのほか着用者の人数は少ないも
の、ハーフパンツやジョガーパン
ツ、フレアーパンツなどが着用さ
れていた。

調査日の最高気温は 20.9 度だっ
たが 4名のショートパンツの着用
が見られた。また、継続アイテム
であるがジョガーパンツも 5名の
着用が見られた。

・

・
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BAG

ボディバッグ

トートバッグ

リュック

ショルダーバッグ

ショルダーバッグ　　75　　42.8％

リュック　　　　　　40　　22.9％

トートバッグ　　42　　24.0％

ボディバッグ　　18　　10.3％
合計　175
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SHOES HAT&CAP

MASK

ホワイト カラーブラック

ベースボールキャップ ニットキャップバケットハット

その他

スニーカー

スニーカー　　165　　74.3％
その他　　　　  57　　25.7％
( ローファー、サンダル、トレッキングブーツ、
レースアップブシューズなど）

ベースボールキャップ　15

バケットハット　 　　   8　　

ニットキャップ　5

キャスケット　　2

合計　30

ホワイト　122    55.0%
ブラック　  51    22.9%　　

ノーマスク　26    11.7%
カラー　　    23    10.4%

合計　222

合計　222
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ミリタリーコート

シャツジャケット デニムジャケット

デニムジャケット テーラードジャケット

シャツジャケット
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テーラードジャケット ブルゾン

ナイロンジャケット スリーブレスジャケット スタジャン ノーカラージャケット レザージャケット

ボアジャケット ボアジャケット

ナイロンジャケット
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無地カットソー

無地カットソー

無地カットソー
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無地カットソー

無地カットソー

無地カットソー グラフィックカットソー
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グラフィックカットソー

グラフィックカットソー

グラフィックカットソー ワンポイントロゴカットソー
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ワンポイントロゴカットソー

パーカ

ワンポイントロゴカットソー

ボーダーカットソー パーカ
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無地シャツ

パーカ

パーカ カットソーカーディガン カットソーベスト

パーカ
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無地シャツ

無地シャツ

無地シャツ 柄シャツ
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柄シャツ ワンポイントロゴシャツ

無地ニット ニットカーディガン ニットベスト

無地ニット

柄ニット 柄ニット

柄ニット
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スリムパンツ

スリムパンツ

スリムパンツ
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スリムパンツ

スリムパンツ

デニムパンツ

デニムパンツ
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デニムパンツ

デニムパンツ

デニムパンツ
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デニムパンツ

ストレートパンツ

ストレートパンツ

ストレートパンツ
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ストレートパンツ

テーパードパンツ ワイドパンツ

テーパードパンツ

テーパードパンツ
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ワイドパンツ

カーゴパンツ

ワイドパンツ カーゴパンツ

ジョガーパンツ ショートパンツ
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フレアパンツ セットアップ
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